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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月25日(2018.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のアンテナを備えるワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　前記ワイヤレスデバイスのワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）モデム
において、前記ワイヤレスデバイスのセルラモデムからＷＬＡＮスキャニングパラメータ
を受信することと、ここにおいて、前記ＷＬＡＮモデムは、ＷＬＡＮネットワークに関連
し、前記セルラモデムは、セルラネットワークに関連し、
　前記ＷＬＡＮスキャニングパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記ＷＬＡＮモ
デムと前記セルラモデムとの間の前記複数のアンテナの配分を修正することと、ここにお
いて、前記ＷＬＡＮスキャニングパラメータは、前記ＷＬＡＮモデムによる前のＷＬＡＮ
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スキャンに関連するデューティーサイクルを備え、
　前記ＷＬＡＮモデムによって、前記複数のアンテナの前記配分に少なくとも部分的に基
づいて、前記ＷＬＡＮモデムおよび前記セルラモデムによって共有された帯域中のチャネ
ル上でＷＬＡＮスキャンを行うことと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記ＷＬＡＮモデムと前記セルラモデムとの間の前記複数のアンテナの前記配分を修正
することは、
　前記ＷＬＡＮスキャンのためにダイバーシティアンテナチューンアウェイを行うこと
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記セルラモデムにおいて前記ＷＬＡＮモデムの状態を決定することと、
　前記セルラモデムによって、前記ＷＬＡＮモデムの前記状態に少なくとも部分的に基づ
いて、前記ＷＬＡＮスキャニングパラメータを前記ＷＬＡＮモデムに送信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＷＬＡＮスキャニングパラメータは、前記ＷＬＡＮスキャンの開始時間および持続
期間のインディケーションを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＷＬＡＮモデムによる前記前のＷＬＡＮスキャンに少なくとも部分的に基づいて、
前記セルラモデムにおいて前記デューティーサイクルを決定すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記デューティーサイクルは、第１の期間と第２の期間とを示し、前記第１のモデムと
前記第２のモデムとの間の前記複数のアンテナの前記配分を修正することは、
　前記複数のアンテナのサブセットを、前記第１の期間中に前記ＷＬＡＮモデムに結合し
、前記第２の期間中に前記セルラモデムに結合すること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＷＬＡＮスキャンを行うことは、前記ＷＬＡＮスキャンの持続期間が前記第１の期
間よりも短いとの前記ＷＬＡＮモデムによる決定に少なくとも部分的に基づく、請求項６
に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数のアンテナの前記配分を修正することは、
　前記複数のアンテナの前記サブセットを、前記第１の期間中に前記セルラモデムから切
り離すことを備え、
　前記複数のアンテナの前記配分を修正することは、
　前記複数のアンテナの前記サブセットを、前記第２の期間中に前記ＷＬＡＮモデムから
切り離すことを備える、
　請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　複数のアンテナを備えるワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のための装置であ
って、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電気通信するメモリと、
　前記メモリ内に記憶され、および前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　　前記ワイヤレスデバイスのワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）モデ
ムにおいて、前記ワイヤレスデバイスのセルラモデムからＷＬＡＮスキャニングパラメー
タを受信することと、ここにおいて、前記ＷＬＡＮモデムは、ＷＬＡＮネットワークに関
連し、前記セルラモデムは、セルラネットワークに関連し、



(3) JP 2018-529243 A5 2019.2.14

　　前記ＷＬＡＮスキャニングパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記ＷＬＡＮ
モデムと前記セルラモデムとの間の前記複数のアンテナの配分を修正することと、ここに
おいて、前記ＷＬＡＮスキャニングパラメータは、前記ＷＬＡＮモデムによる前のＷＬＡ
Ｎスキャンに関連するデューティーサイクルを備え、
　　前記ＷＬＡＮモデムによって、前記複数のアンテナの前記配分に少なくとも部分的に
基づいて、前記ＷＬＡＮモデムおよび前記セルラモデムによって共有された帯域中のチャ
ネル上でＷＬＡＮスキャンを行うことと
　を行わせるように動作可能である命令と
　を備える、装置。
【請求項１０】
　前記ＷＬＡＮモデムと前記セルラモデムとの間の前記複数のアンテナの前記配分を修正
することは、
　前記ＷＬＡＮスキャンのためにダイバーシティアンテナチューンアウェイを行うこと
　を備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記命令は、前記プロセッサに、
　前記セルラモデムにおいて前記ＷＬＡＮモデムの状態を決定することと、
　前記セルラモデムによって、前記ＷＬＡＮモデムの前記状態に少なくとも部分的に基づ
いて、前記ＷＬＡＮスキャニングパラメータを前記ＷＬＡＮモデムに送信することと
　を行わせるように動作可能である、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記ＷＬＡＮスキャニングパラメータは、前記ＷＬＡＮスキャンの開始時間および持続
期間のインディケーションをさらに備える、請求項９に記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
　[0127]　本明細書における説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能に
するために提供される。本開示への様々な修正は、当業者にとって容易に明らかであり、
本明細書に定義される一般的な原理は、本開示の範囲から逸脱することなく、他のバリエ
ーションにも適用され得る。よって、本開示は、本明細書で説明される例および設計に制
限されるものではなく、本明細書に開示される原理および新規な特徴に合致する最も広い
範囲が与えられるべきものである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　複数のアンテナを備えるワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　前記ワイヤレスデバイスの第１のモデムにおいて、前記ワイヤレスデバイスの第２のモ
デムからワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）スキャニングパラメータを
受信することと、ここにおいて、前記第１のモデムは、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ
）に関連し、前記第２のモデムは、第２のＲＡＴに関連し、
　前記ＷＬＡＮスキャニングパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のモデ
ムと前記第２のモデムとの間の前記複数のアンテナの配分を修正することと、
　前記複数のアンテナの前記配分に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のモデムおよ
び前記第２のモデムによって共有された帯域中のチャネル上でＷＬＡＮスキャンを行うこ
とと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記第１のモデムと前記第２のモデムとの間の前記複数のアンテナの前記配分を修正す
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ることは、
　前記ＷＬＡＮスキャンのためにダイバーシティアンテナチューンアウェイを行うこと
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記第１のモデムは、ＷＬＡＮモデムを備え、前記第２のモデムは、セルラモデムを備
え、前記ＷＬＡＮスキャンは、前記ＷＬＡＮモデムによって行われる、Ｃ１に記載の方法
。
［Ｃ４］
　前記セルラモデムにおいて前記ＷＬＡＮモデムの状態を決定することと、
　前記セルラモデムによって、前記ＷＬＡＮモデムの前記状態に少なくとも部分的に基づ
いて、前記ＷＬＡＮスキャニングパラメータを前記ＷＬＡＮモデムに送信することと
　さらに備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記ＷＬＡＮスキャニングパラメータは、前記ＷＬＡＮスキャンの開始時間および持続
期間のインディケーションを備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記ＷＬＡＮスキャニングパラメータは、前記ＷＬＡＮスキャンに関連するデューティ
ーサイクルと、前記複数のアンテナの前記修正された配分とを備える、Ｃ３に記載の方法
。
［Ｃ７］
　前記ＷＬＡＮモデムによる前のＷＬＡＮスキャンに少なくとも部分的に基づいて、前記
セルラモデムにおいて前記デューティーサイクルを決定すること
　をさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記デューティーサイクルは、第１の期間と第２の期間とを示し、前記第１のモデムと
前記第２のモデムとの間の前記複数のアンテナの前記配分を修正することは、
　前記複数のアンテナのサブセットを、前記第１の期間中に前記ＷＬＡＮモデムに結合し
、前記第２の期間中に前記セルラモデムに結合することと
　を備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記ＷＬＡＮスキャンを行うことは、前記ＷＬＡＮスキャンの持続期間が前記第１の期
間よりも短いとの前記ＷＬＡＮモデムによる決定に少なくとも部分的に基づく、Ｃ８に記
載の方法。
［Ｃ１０］
　前記複数のアンテナの前記配分を修正することは、
　前記複数のアンテナの前記サブセットを、前記第１の期間中に前記セルラモデムから切
り離すことを備え、
　前記複数のアンテナの前記配分を修正することは、
　前記複数のアンテナの前記サブセットを、前記第２の期間中に前記ＷＬＡＮモデムから
切り離すことを備える、
　Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記第１のモデムは、セルラモデムを備え、前記第２のモデムは、ＷＬＡＮモデムを備
え、
　前記ＷＬＡＮスキャンは、前記ＷＬＡＮモデムによって行われる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記ＷＬＡＮスキャニングパラメータは、前記ＷＬＡＮスキャンの開始時間および持続
期間のインディケーションを備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記複数のアンテナの前記配分を修正することは、
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　前記複数のアンテナのサブセットを、前記ＷＬＡＮスキャンの前記示された持続期間の
間、前記ＷＬＡＮモデムに結合することと
　を備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記複数のアンテナの前記サブセットを、前記ＷＬＡＮスキャンの前記示された持続期
間の間、前記セルラモデムから切り離すこと
　をさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　複数のアンテナを備えるワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　ＷＬＡＮスキャニングトリガを検出することと、
　前記検出されたＷＬＡＮスキャニングトリガが、前記ワイヤレスデバイスのアプリケー
ションから生じるか、前記ワイヤレスデバイスのＷＬＡＮモデムから生じるかに少なくと
も部分的に基づいて、前記ワイヤレスデバイスのセルラモデムと前記ワイヤレスデバイス
のＷＬＡＮモデムとの間の前記複数のアンテナの配分を選択することと、
　前記ワイヤレスデバイスの前記ＷＬＡＮモデムを使用して、共有帯域中のチャネル上で
ＷＬＡＮスキャンを行うことと
　を備える、方法。
［Ｃ１６］
　前記検出されたＷＬＡＮスキャニングトリガが、前記ワイヤレスデバイスの前記アプリ
ケーションから生じるか、前記ワイヤレスデバイスの前記ＷＬＡＮモデムから生じるかに
少なくとも部分的に基づいて、前記ＷＬＡＮスキャンのための帯域を選択することと
　をさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記複数のアンテナの前記配分を選択することは、
　前記ＷＬＡＮスキャニングトリガが前記ＷＬＡＮモデムから生じる場合、前記複数のア
ンテナのサブセットを前記セルラモデムから切り離し、前記複数のアンテナの前記サブセ
ットを前記ＷＬＡＮモデムに結合すること
　を備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記ＷＬＡＮスキャンは、前記複数のアンテナの前記サブセットを使用して行われる、
Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記ＷＬＡＮモデムにおいて、前記セルラモデムからＷＬＡＮスキャニングパラメータ
を受信すること
　をさらに備え、
　前記ＷＬＡＮスキャンは、前記ＷＬＡＮモデムから生じる前記ＷＬＡＮスキャニングト
リガに少なくとも部分的に基づいて、前記セルラモデムからの前記ＷＬＡＮスキャニング
パラメータを使用して行われる、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記複数のアンテナの前記配分を選択することは、
　前記スキャニングトリガが前記ワイヤレスデバイスの前記アプリケーションから生じる
場合、現在のアンテナ構成を維持すること
　を備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２１］
　複数のアンテナを備えるワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のための装置であ
って、
　前記ワイヤレスデバイスの第１のモデムにおいて、前記ワイヤレスデバイスの第２のモ
デムからワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）スキャニングパラメータを
受信するための手段と、ここにおいて、前記第１のモデムは、第１の無線アクセス技術（
ＲＡＴ）に関連し、前記第２のモデムは、第２のＲＡＴに関連し、
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　前記ＷＬＡＮスキャニングパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のモデ
ムと前記第２のモデムとの間の前記複数のアンテナの配分を修正するための手段と、
　前記複数のアンテナの前記配分に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のモデムおよ
び前記第２のモデムによって共有された帯域中のチャネル上でＷＬＡＮスキャンを行うた
めの手段と
　を備える、装置。
［Ｃ２２］
　前記第１のモデムと前記第２のモデムとの間の前記複数のアンテナの前記配分を修正す
るための前記手段は、
　前記ＷＬＡＮスキャンのためにダイバーシティアンテナチューンアウェイを行うための
手段
　を備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記第１のモデムは、ＷＬＡＮモデムを備え、前記第２のモデムは、セルラモデムを備
える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記セルラモデムにおいてＷＬＡＮモデムの状態を決定するための手段と、
　前記セルラモデムによって、前記ＷＬＡＮモデムの前記状態に少なくとも部分的に基づ
いて、前記ＷＬＡＮスキャニングパラメータを前記ＷＬＡＮモデムに送信するための手段
と
　さらに備える、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記ＷＬＡＮスキャニングパラメータは、前記ＷＬＡＮスキャンの開始時間および持続
期間のインディケーションを備える、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２６］
　複数のアンテナを備えるワイヤレスデバイスにおけるワイヤレス通信のための装置であ
って、
　ＷＬＡＮスキャニングトリガを検出するための手段と、
　前記検出されたＷＬＡＮスキャニングトリガが、前記ワイヤレスデバイスのアプリケー
ションから生じるか、前記ワイヤレスデバイスのＷＬＡＮモデムから生じるかに少なくと
も部分的に基づいて、前記ワイヤレスデバイスのセルラモデムと前記ワイヤレスデバイス
のＷＬＡＮモデムとの間の前記複数のアンテナの配分を選択するための手段と、
　前記ワイヤレスデバイスの前記ＷＬＡＮモデムを使用して、共有帯域中のチャネル上で
ＷＬＡＮスキャンを行うための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ２７］
　前記検出されたＷＬＡＮスキャニングトリガが、前記ワイヤレスデバイスの前記アプリ
ケーションから生じるか、前記ワイヤレスデバイスの前記ＷＬＡＮモデムから生じるかに
少なくとも部分的に基づいて動作可能である、前記ＷＬＡＮスキャンのための帯域を選択
するための手段
　をさらに備える、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記複数のアンテナの前記配分を選択するための前記手段は、
　前記ＷＬＡＮスキャニングトリガが前記ＷＬＡＮモデムから生じる場合、前記複数のア
ンテナのサブセットを前記セルラモデムから切り離し、前記複数のアンテナの前記サブセ
ットを前記ＷＬＡＮモデムに結合するための手段
　を備える、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記ＷＬＡＮモデムにおいて、前記セルラモデムからＷＬＡＮスキャニングパラメータ
を受信するための手段
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　をさらに備え、
　前記ＷＬＡＮスキャンを行うための前記手段は、前記ＷＬＡＮモデムから生じる前記Ｗ
ＬＡＮスキャニングトリガに少なくとも部分的に基づいて、前記セルラモデムからの前記
ＷＬＡＮスキャニングパラメータを使用するように動作可能である、Ｃ２８に記載の装置
。
［Ｃ３０］
　前記複数のアンテナの前記配分を選択するための前記手段は、
　前記スキャニングトリガが前記ワイヤレスデバイスの前記アプリケーションから生じる
場合、現在のアンテナ構成を維持するための手段
　を備える、Ｃ２６に記載の装置。
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